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ご
な
っ
て
、
立
滋
な
鏡
が
出
來
る
。
筆
工
鏡
の
光

　
力
が
大
き
い
の
で
、
観
測
に
長
い
時
問
ば
不
必
要

で
あ
ら
う
。
倍
傘
は
二
千
五
百
萬
倍
ま
で
得
ら
れ

　
る
の
で
、
火
星
ば
恰
も
一
瞥
牛
の
距
離
に
近
よ
ぜ

　
ら
れ
る
。
火
星
に
人
類
が
み
る
こ
ぜ
は
、
そ
れ
に

　
よ
っ
て
確
か
め
ら
れ
る
に
違
ひ
な
い
」

水
銀
鏡
の
試
瞼
1
1
前
に
ウ
ド
敏
授
が
試
み
て
．
直
懲

二
十
吋
の
草
合
に
猛
ろ
程
度
成
功
し
た
が
、
　
足
飛

び
に
直
配
五
十
吸
ピ
ゼ
ふ
の
ば
少
々
六
つ
か
し
く
に

な
い
か
。

　　

､
好
発
報
…

〇
一
月
例
軒
口
　
本
誌
前
山
の
表
紙
裏
に
豫
凹
し

て
あ
っ
六
丈
が
、
誤
ま
っ
て
ゐ
六
六
め
、
例
會
に
廿

一
日
（
此
の
日
に
土
曜
）
に
あ
る
の
か
、
翌
日
の
日
曜
（

二
＋
二
H
）
に
あ
る
の
か
、
ま
ご
つ
か
れ
六
戸
員
が

多
か
っ
た
の
は
御
氣
の
毒
で
あ
っ
れ
。
そ
れ
で
幹
部

ば
協
議
の
末
、
爾
日
ざ
も
開
凝
す
る
に
直
し
　
先
づ

廿
一
日
午
後
七
時
か
ら
ば
、
京
都
大
譲
受
學
研
究
室

に
て
，
古
川
龍
城
氏
の

　
　
講
演
「
火
星
に
つ
い
て
」

あ
り
O
大
阪
か
ら
來
曾
ぜ
ら
れ
る
執
…
心
家
も
あ
り
、

會
後
一
同
、
黄
道
光
及
び
星
雲
、
二
重
星
な
観
望
す

　
次
で
翌
二
十
二
日
夜
ば
、
．
大
蒲
集
會
所
で
開
會
，

田
本
助
教
授
の

　
　
講
演
コ
一
重
星
の
話
」

め
り
。
今
夜
ば
曇
り
で
あ
っ
れ
の
で
、
ゆ
っ
く
り
と

懇
談
し
れ
。

Q
洛
南
定
期
講
演
　
第
一
再
ば
一
月
＋
四
日

午
後
三
時
，
山
木
恥
の
「
太
陽
系
切
論
」
Q
叉
第
三
回

ほ
二
月
五
日
午
後
二
時
、
同
茂
の
「
太
陽
の
諸
」
。
傷

解
ぱ
前
古
の
嵐
気
伏
見
京
町
大
黒
の
吉
田
琉
方
。
一

因
に
右
簗
三
回
の
臼
の
午
前
…
、
山
本
義
ぽ
同
所
の
基

督
教
禮
拝
式
に
於
い
て
、
「
絶
樹
の
憩
」
ご
題
す
る
設

敏
な
ぜ
ら
れ
六
〇
論
旨
ば
ア
イ
ン
ス
タ
イ
ソ
の
相
製

原
理
か
ら
二
六
新
し
い
瀞
観
で
あ
っ
六
〇

〇
岡
山
支
部
十
一
月
通
信
（
水
野
）

輔
、
天
界
研
究
會
簗
十
一
回
十
二
u
富
原
幹
事
宅
に

て
開
催
。

二
．
一
ケ
年
の
回
顧
天
文
同
好
會
規
則
第
三
條
に
「

…
…
三
眠
密
集
ノ
地
二
八
支
部
チ
置
グ
コ
ト
が
ア
ル

」
ξ
あ
り
歳
す
が
最
初
に
支
部
が
設
置
せ
ら
れ
た
の

に
大
正
九
年
十
一
月
二
十
四
目
當
支
部
で
あ
る
Q
同

年
十
一
月
二
十
一
日
山
本
本
二
上
窺
愁
陶
山
騒
に
翅

へ
ま
し
れ
が
、
迎
へ
ら
ろ
・
幽
門
韓
事
も
迎
へ
る
小

生
も
顔
な
知
ら
な
い
の
で
小
旗
に
「
天
」
の
孚
な
書
い

て
そ
れ
か
持
ち
印
し
．
ミ
し
て
や
つ
ビ
分
つ
た
の
だ
。

そ
れ
か
ら
後
樂
園
で
天
界
第
一
號
秘
見
糞
の
ば
昨
今

の
様
な
れ
ご
、
・
早
く
も
一
ケ
年
三
夏
過
し
六
。
何
分

雪
面
で
一
1
天
丈
學
の
講
演
は
初
耳
な
の
で
山
本
町
事

奄
迎
へ
れ
ば
迎
へ
大
か
如
何
か
ε
思
っ
て
居
六
ら
新

な
好
む
人
面
に
聾
し
添
が
案
外
毎
回
盛
縄
な
呈
し
浦

擾
湛
る
」
が
如
き
給
費
な
得
，
一
躍
し
て
全
國
に
牽

温
し
支
部
の
設
置
か
見
る
に
至
り
績
々
入
會
者
が
あ

っ
れ
。
少
く
も
五
十
名
位
の
室
員
た
得
六
い
虐
思
っ

て
居
力
の
が
見
る
く
中
に
雷
名
彪
突
破
し
れ
の
に

實
に
痛
快
で
あ
っ
れ
。
大
正
十
年
一
月
か
ら
は
毎
・
月

第
二
土
催
日
に
に
「
天
界
し
研
究
會
な
開
き
、
隔
月
一

回
例
會
を
開
催
し
、
］
月
に
に
岡
山
縣
並
催
で
時
博

立
師
が
催
さ
れ
新
城
博
士
、
山
本
理
受
業
の
講
演
が

あ
’
つ
て
各
⊥
力
颪
に
一
趣
味
者
な
得
恥
同
日
μ
山
木
六
古
同
敏
授

喫
驚
節
氏
ば
幹
事
な
遺
託
ぜ
ら
れ
、
山
ハ
月
に
に
時
記

念
租
に
際
し
三
度
山
本
理
窒
素
な
迎
へ
、
岡
山
、
津

山
，
倉
敷
で
託
宣
早
行
ば
れ
中
に
も
岡
山
で
ば
岡
山

天
交
塁
設
置
急
落
の
爲
め
講
演
會
が
催
さ
ろ
、
等
、

岡
山
縣
に
於
て
悌
か
に
天
丈
學
に
諾
す
る
レ
コ
…
ド

彪
作
つ
六
事
な
確
信
す
る
の
で
あ
る
Q

三
、
一
ヶ
年
間
會
員
の
異
動
入
曾
者
百
四
十
七
名
、

吃
囚
繊
W
出
者
ニ
ハ
名
、
贈
退
會
者
山
田
名
、
現
在
二
目
貝
　
日
三
十

五
卜
し

四
、
講
習
會
十
二
月
二
十
六
日
か
ら
四
日
間
岡
山
市

立
商
業
學
校
で
出
本
理
學
士
「
實
際
天
文
學
」
に
就
ゼ

て
講
演
ぜ
ら
る
・
筈
で
あ
る
・
此
の
上
ε
も
多
相
會

員
諸
君
の
御
援
助
に
よ
っ
て
本
會
の
盆
画
染
出
か
期

す
ろ
定
同
時
に
目
方
「
岡
山
天
壇
箋
」
の
一
点
ぜ
ら
ろ

、
様
一
層
の
勢
力
な
要
す
る
の
で
あ
ろ
Q

O
支
部
頼
瓠
醸
　
昨
年
血
振
、
信
州
支
部
内
の
會

員
数
が
甚
だ
し
く
壇
撫
し
六
の
で
、
今
回
同
支
部
を

康
し
新
れ
に
長
野
縣
下
に
五
支
黙
た
置
く
、
、
ε
・
な

つ
れ
Q
支
部
名
定
幹
事
武
名
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
澤

「
上
田
支
部
」

「
長
野
支
部
」

「
松
本
支
部
」

「
諏
訪
支
部
」

「
高
永
支
部
」

同同仁同幹
　　　　事

　
　
　
　
登
氏

黒
岩
魁
一
郎
氏

上
檬
　
清
人
底

三
澤
　
勝
衛
民

宮
川
　
周
治
氏

叉
甦
に
一
つ
、
左
の
支
部
か
新
設
す

　
「
慶
島
支
部
」
　
　
幹
事
　
　
熊
野

徳
｝
氏


